
分野 専門分野 科目名 基礎看護技術Ⅳ

時間 45時間 開講時期 2年次（前期）

講師名 専任教員

科目目標

１．看護過程を用いることの意義、及び看護過程の構成要素とそのプロセスを
　　理解することができる。
２．看護過程展開の基盤となるクリティカルシンキング、問題解決課程、リフ
　　レクション、倫理的判断について考え方を学ぶ。
３．看護過程の各段階の基本的な考え方と展開方法を理解することができる。
４．事例の健康段階と発達段階に応じた看護過程展開ができる。

講義形態 ①講義・演習

【評価】

学科試験　レポート；100点をもって満点、60点をもって合格とし、60点未満を不合格とする

実務経験教員による
授業の概要

看護師の実務経験を持つ教員が、看護過程の展開を基礎として、成人期・老年期の
患者に対する看護過程の展開について講義及び演習を行う。

講義内容

１．看護過程とは
２．看護過程を展開する際に基盤となる考え方
３．看護過程の各段階
４．看護記録
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